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新年度がスタートしました。さて3月中旬に開催された表彰委員会にて、第20回図書館サポートフォーラム賞の

授賞者ならびに表彰式日程が決定致しましたので、下記ご案内申し上げます(岩本)。 

 

■■■■ 第第第第20回回回回 図書館サポートフォーラム賞表彰決定図書館サポートフォーラム賞表彰決定図書館サポートフォーラム賞表彰決定図書館サポートフォーラム賞表彰決定 

ユニークで社会的に意義のある各種図書館活動を表彰し、図書館活動の社会的広報に寄与することを目的に設

立した本賞も第20回を迎えました。2018年3月13日に開催された図書館サポートフォーラム表彰委員会にて、ノミ

ネートされた候補について選考を行い、その結果、奥泉和久氏、小山騰氏、公益財団法人大宅壮一文庫と、特別

賞として前園主計氏のご四方の表彰を決定致しました。表彰理由は以下の通りです。 

 

★図書館サポートフォーラム賞 

○○○○奥泉奥泉奥泉奥泉    和久和久和久和久    氏氏氏氏    (法政大学 非常勤講師／元・横浜女子短期大学図書館)    

奥泉和久氏は長く大学図書館の現場において勤務されつつ、『近代日本公共図書館年表 1867～2005』をはじめ多くの図書館

史に関わる著作を公刊され、日本図書館文化史研究会の編集による『図書館人物事典』を先導して大きな成果を残して、近年

の図書館史研究の活性化に大きく寄与した。中でも『図書館史の書き方・学び方』は、近々、韓国図書館協会から翻訳・刊行

される予定があるなど、同研究領域において後進および海外への波及浸透をもたらすものであり、まさに図書館サポートフォ

ーラム賞にふさわしく、高く評価して表彰するものである。 

 

○○○○小山小山小山小山    騰騰騰騰    氏氏氏氏    (元・ケンブリッジ大学図書館 日本部長)    

小山騰氏は 1985年から 2015年までケンブリッジ大学図書館日本部長を務められた。同図書館が所蔵する膨大な日本語コレ

クションには、英国三大日本学者のサトウ、アストン、チェンバレンをはじめとする明治時代の外国人たちが持ち帰った数々

の貴重書が残され、平田篤胤や本居宣長らの国学から始まる日本研究の歩みが所蔵されている。2017年出版の著書『ケンブリ

ッジ大学図書館と近代日本研究の歩み―国学から日本学へ』は「国学⇒日本学⇒日本研究」という変遷について、サトウら三

人にフォーカスして明示したことの意義は、今後の海外における「Japan Studies」の発展を考える上でも貴重な示唆となってお

り、まさに図書館サポートフォーラム賞にふさわしく、高く評価して表彰するものである。 

 

○○○○公益財団法人大宅壮一文庫公益財団法人大宅壮一文庫公益財団法人大宅壮一文庫公益財団法人大宅壮一文庫 

著名な評論家であった大宅壮一氏の没後 1971 年に雑誌専門の個性ある公開専門図書館として半世紀の長きにわたり活動す

る私立図書館（現公益財団法人）の本文庫は、国立国会図書館や公共・大学図書館が収集対象として軽視してきた、きわめて

多数の一般大衆誌に注目し、独自の索引・分類方式を開発して、とりわけ報道活動への大きな貢献を果たし、1982年にはその

実績をもって第 30 回菊池寛賞を受賞している。近年の財政難にもクラウドファンディングを通じて体制を堅持しているが、

あらためて図書館人が同文庫の価値を再評価することを期待し、図書館サポートフォーラム賞にふさわしく、高く評価して表

彰するものである。 

 

★図書館サポートフォーラム賞特別賞 

○○○○前園前園前園前園    主計主計主計主計    氏氏氏氏    (元・山梨英和大学教授) 

前園主計氏は、1956 年慶應義塾大学文学部図書館学科を卒業、同年 4 月（財）日本生産性本部に就職、1960 年には米国コ

ロンビア大学スクール・オブ・ライブラリー・サービスに留学、40余の米国専門図書館を訪問し、帰国後「アメリカと日本の

専門図書館」『図書館雑誌』（1962年 3月）を著した。以来半世紀を越えた旺盛な著述活動、専門図書館協議会、日本ドクメン

テーション協会等での先駆的活動、青山学院女子短期大学ほかでの教育や啓蒙活動を通じて、日本の図書館界を先導されたこ

とは余人をもって代え難く、まさに図書館サポートフォーラム賞特別賞にふさわしく、高く評価して表彰するものである。 
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■■■■    図書館サポートフォーラム総会図書館サポートフォーラム総会図書館サポートフォーラム総会図書館サポートフォーラム総会2018・第・第・第・第20回回回回    図書館サポートフォーラム賞表彰式の開催図書館サポートフォーラム賞表彰式の開催図書館サポートフォーラム賞表彰式の開催図書館サポートフォーラム賞表彰式の開催    

図書館サポートフォーラム2018年度総会と第20回 図書館サポートフォーラム賞表彰式を下記のとおり開催致

します。ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが、万障お繰り合わせの上ご出席賜りたくお願い申し上げます。 
 

日時：2018年4月23日（月） 16:30～20:00 

会場：喜山倶楽部 光琳の間 (財)日本教育会館9階 

 〒101-0003 東京都千代田区一ツ橋2-6-2  TEL：03(3262)7661 

スケジュール：16:30～17:15 図書館サポートフォーラム総会 

  17:15～18:15 図書館サポートフォーラム賞表彰式 

18:30～20:00 懇親会 

懇親会費：4,000円

●地下鉄都営新宿線・東京メトロ半蔵門線 神保町駅

(A1出口)下車徒歩3分  

●地下鉄都営三田線 神保町駅(A1出口)下車徒歩5分  

●東京メトロ東西線 竹橋駅(北の丸公園側出口)下車

徒歩5分  

●東京メトロ東西線 九段下駅(6番出口) 下車徒歩7分  

●JR総武線 水道橋駅(西口出口)下車徒歩15分

 

 

 

 

 

 

 

「図書館サポートフォーラム総会2018」「第20回 図書館サポートフォーラム賞表彰式」「懇親会」に参加をご希

望の方は、申込書（郵便・FAX）または電子メールにて、4/19（木）（木）（木）（木）までに、事務局宛お申し込み下さい。 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

参加申込書参加申込書参加申込書参加申込書    

FAX : 03-3764-0845    E-Mail. :lsf@nichigai.co.jp 

図書館サポートフォーラム事務局宛 
 

4/4/4/4/23232323「図書館サポートフォーラム総会「図書館サポートフォーラム総会「図書館サポートフォーラム総会「図書館サポートフォーラム総会 2012012012018888」・「第」・「第」・「第」・「第 20202020 回図書館サポートフォーラム賞表彰式」回図書館サポートフォーラム賞表彰式」回図書館サポートフォーラム賞表彰式」回図書館サポートフォーラム賞表彰式」    

＜＜＜＜4/4/4/4/19191919 までにご連絡願います＞までにご連絡願います＞までにご連絡願います＞までにご連絡願います＞    

□参加 ／ □不参加  「図書館サポートフォーラム総会2018」 

□参加 ／ □不参加  「第20回図書館サポートフォーラム賞表彰式」 

□参加 ／ □不参加  「懇親会」 

ご氏名： 

ご住所： 

TEL：                       FAX： 

E-mail： 

                                                   

図書館サポートフォーラム事務局図書館サポートフォーラム事務局図書館サポートフォーラム事務局図書館サポートフォーラム事務局         ●事務局からのお知らせ 

東京都品川区南大井 6-16-16 〒140-0013       ○2018年度年会費 2,000円 

 鈴中ビル大森アネックス                           ○振込先 

日外アソシエーツ内                               ※三井住友銀行 大森支店（店番号 785）普通 1510336 

 TEL: 03-3763-5241 FAX: 03-3764-0845                  図書館ｻﾎﾟｰﾄﾌｫｰﾗﾑ事務局 森本浩介（ﾓﾘﾓﾄｺｳｽｹ）宛 

 E-mail: lsf@nichigai.co.jp                            ※郵便局 （記号10070）口座番号 86155101 

URL: http://www.nichigai.co.jp/lib_support/index.html    ﾄｼｮｶﾝｻﾎﾟｰﾄﾌｫｰﾗﾑ宛 


